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「
若
き
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
芸
術
革
新
の

波
は
二
十
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
幕
を

開
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
こ
っ
た
新
し
い
芸
術
運
動
と
同
時

的
な
も
の
で
し
た
。
シ
チ

ェ
ミ
ン
ス
キ

は
革
命
後
の
ロ
シ
ア
に
渡
り
、
モ
ス
ク

ワ
美
術
学
校

で
構
成
主
義

の

マ
レ

ヴ
ィ
ッ
チ
に
学
び
、
故
国
に
戻

っ
て
か

ら
は
キ

ュ
ー
ビ
ズ
ム
絵
画
や
文
字
記
号

に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
で
美
術
界
を
リ
ー
ド

し
ま
し
た
。
そ
の
斬
新
な
表
現
は
い
ま

で
も
新
鮮
な
感
動
を
与
え
ま
す
。

先
年
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
若
い
友
人
が

一
冊
の
画
集
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ヴ
ィ
ト
キ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ

（通
称
ヴ
ィ
ト

カ
ツ
ィ
）
の
画
集
で
す
。
彼
は
ワ
ル

シ
ャ
ワ
で
生
ま
れ
、
南
部
タ
ト
ラ
山
中

の
ザ
コ
パ
ネ
で
育
ち
ま
し
た
。
両
親
と

も
芸
術
家
と
い
う
芸
術
的
環
境
で
ヴ
ィ

ト
カ
ツ
ィ
は
早
く
か
ら
劇
作
、
絵
画
、

写
真
に
才
能
を
発
揮
し
ま
す
。
本
格
的

な
活
動
に
乗
り
出
し
た
の
は
第

一
次
世

界
大
戦
直
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
覆

う
崩
壊
感
の
中
で
、
ま
や
か
し
の
人
間

関
係
を
暴
力
的
に
破
壊
す
る
ド
ラ
マ
を
創

造
し
、
絵
も
ま
た
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
人

間
や
怪
物
が
ひ
し
め
く
異
様
な
風
景
を
連

作
し
ま
し
た
。
の
ち
に

「肖
像
画
商
会
」

を
開
店
し
、
小
説
家
、
俳
優
な
ど
の
似
顔

絵
を
製
造
し
て
人
気
を
呼
び
ま
す
。
そ
の

デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
人
間
の
顔
が
か
え

っ

て
モ
デ
ル
自
身
気
が
付
か
な
い
内
面
の
姿

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
の
で
す
。
彼
は

一

九
三
九
年
九
月
、
ナ
チ
侵
攻
に
続
き
ロ
シ

ア
軍
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
越
境
の
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
き
自
ら
死
を
え
ら
び
、
不
条
理
の
舞
台

の
幕
を
自
分
の
手
で
閉
じ
た
の
で
し
た
。

ヴ
ィ
ト
カ
ツ
ィ
、

コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

２

九
壬

一年
）

POLE
北海道ポーランド文化協会会誌「ポーレ」
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ポ
ー
ラ
ン
ド
美
術
散
歩

（４
）

國

田

祐

作

尖
鋭
な
美
意
識

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
都
ク
ラ
ク
フ
、
そ
の

旧
市
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
広
場
に
通
ず
る
フ

ロ
リ
ア
ン
ス
カ
通
り
の

一
角
に
カ
フ
ェ
・

ヤ
ン
・
ミ
ハ
リ
ク
が
あ
り
ま
す
、
こ
こ
は

十
九
世
紀
末
か
ら
続
い
て
い
る
カ
フ
ェ

で
、
当
時
の
若
い
詩
人
、
作
家
、
画
家
た

ち
が
集
ま
り
芸
術
革
新
の
意
気
も
さ
か
ん

に
議
論
に
明
け
暮
れ
る
タ

マ
リ
場
で
し

た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は

「若
き
ポ
ー
ラ
ン

ド
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
内
部
は

当
時
流
行
の
幾
何
学
的
構
成
を
基
調
と
し

た
ユ
ー
ゲ
ン
ト

・
シ
ュ
テ
ィ
ル
の
デ
ザ
イ

ン
で
装
飾
さ
れ
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
の
奥
に

は
小
さ
な
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
風
刺
を
き

か
し
た
寄
席
芸
人
の
歌
や
ダ
ン
ス
が
喝
采

を
浴
び
ま
し
た
。
戦
禍
を
免
れ
て
今
で
も

そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
り
観
光
の
名
所
に

な

っ
て
い
ま
す
。
壁
に
は
若
い
芸
術
家
た

ち
が
酒
代
の
か
わ
り
に
残
し
た
漫
画
や
即

興
的
な
絵
が
残

っ
て
い
て
、
こ
こ
で
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
る
と
戦
前
の

「
良
き

時
代
」
の
雰
囲
気
が
濃
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
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P O L S K Aョ
畿 ポ

ー
ラ
ン
ド
の
美
術
の
中
で
ポ
ス
タ
ー

は
格
別
の
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
私
は

一
九
九
二
年
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
開
か
れ
た

「

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
ス
タ
ー
百
年
展
」
を
見

て
き
ま
し
た
が
、
と
く
に
戦
後
の
ポ

ス

タ
ー
は
政
治
的
制
約
を
く
ぐ

っ
て
、
苦
渋

と
ア
イ
ロ
ニ
ー
、
恐
怖
と
開
放
感
、
詩
と

憂
鬱
に
溢
れ
、
そ
の
前
衛
性
は
世
界
を
驚

か
せ
ま
し
た
。
レ
ニ
ツ
ァ
、
ト
マ
シ
ェ
フ

ス
キ
な
ど
の
ポ
ス
タ
ト
は
日
本
で
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
市
場
の
自
由
化
で
外
国
の
大
量
の

商
品
広
告
や
ア
メ
リ
カ
映
画
の
大
看
板
が

目
抜
き
通
り
を
占
有
し
て
い
る
の
を
見
る

と
、
反
逆
の
抒
情
を
湛
え
て
き
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
ポ
ス
タ
ー
が
ど
こ
に
行
く
の
か
不

安
を
覚
え
ま
す
。

（終
）

ト

ア
ン
ェ
フ
ス
キ
　
シ
竃
ハ
ン

記
念
年
ポ
ス
タ
ー

ポーランド語講習会講師のご紹介
ポーランド語講習会が5月 12日 から新しい講師をお招きして開講しました。講師の先生をご紹介します。
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高岡美保先生~~      
札幌旭丘高校卒業  ぃ後任の方を得ることができました。講習

後,'86年ポーランド  に通う方々に,言葉を通 じて,ポ ーランド

国立ヮルシャワ・ ショ   に親しんで頂ければと思っております。
パン音楽院入学。'91

年同院卒業。卒業論文

テーマは「 I・ F・ ド

ブジンスキその生涯と

作品」。'92年同院研

MARZENA ttMCIO先生

究科修了。現在,札幌大谷高校芸術コース

講師。

大学では音楽全般,ま た哲学や社会学な

どの授業をポーランド語で受けました。最

初はチンプンカンプンでしたが,3年目位か

ら,ポーランド人の学生と共に各課目の試

験 も受け,無事卒業す ることができま し

た。 (卒業のテーマに選んだ ドブジンスキ

は, ワルシャワ音楽院ではショパンの3歳年

上の先輩で,近年,偶然そのピアノコン

チェル トが発見され,そ の美 しさもさるこ

となが ら,そ の草稿を当人か ら見せても

らったショバンが,後に自分のコンチェル

トの中でほとんどそっくりそのまま借用 し

た箇所がいくつかあることからも,当 時大

変話題になったものです。)ポ ーランド語

は,その文法の複雑さか ら,最初はとっつ

きにくいと思われますが,慣れてくると実

に親しく,味わい深い言葉です。今回は,

ハリーナ先生が,い らっしゃらない最初の

講習ですが,マ ジェーナ先生という,力強

ハ
リ
ー
ナ
先
生
と

1970年K″odzko市に生まれる。現在 ,

KATOWI∝市に住んでいる。

1985年POZNA氏 (ポズナニ )にある

A.MICKIEWICZ大 学の東洋学部日本学科に

入学した。1995年に同じ大学の日本学科修

士課程を修了した。同じ年の10月 に来日

し,1997年の3月 に修士学位を取得した。

現在,北海道大学大学院日本史学研究生と

して在学する。

札幌に来てから,ち ょうど 3年半になり

ましたが,ポ ーランド語の教町になるの

は,初めての経験です。これから生徒に

なって来るまたはすでにポーランド語を勉

強している皆様に早い上達と楽しい交流を

心から析っています。皆で,忘れられない

思い出を作りましょうネ。
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第
二
十
五
回
例
会

一
月
十
六
日
、
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協

会
の
例
会
は
現
在

（八
九
年
四
月
～
九
九
年
二

月
）
宮
城
学
院
女
子
大
学

へ
交
換
教
授
と
し
て

滞
在
中
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
日
本
学
科
長
ミ
コ

ヮ
イ

ｏ
メ
ラ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
氏
を
お
迎
え
し
て
行

わ
れ
た
。

講
演
の
中
か
ら
、
特
に
印
象
深
か

っ
た
事
を

二
つ
書
い
て
み
た
い
。

当
日
の
講
題
は

「ポ
ー
ラ
ン
ド
に
於
け
る
、

日
本
文
学
の
現
状
に
つ
い
て
」
で
あ

っ
た
が
、

そ
の
内
容
は
必
然
的
に
、
氏
の
文
学
観
を
中
心

と
し
た

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
於
け
る
文
学
の
特

徴
」
と
い
う
も
の
に
移

っ
て
い
っ
た
。

「文
学
と
は
何
か
」
と
い
う
事
に
関
し
て
氏

は

「
自
分
に
と

っ
て

〈
文
学
）
と
は

〈
こ
こ

ろ
〉
で
あ
る
と
定
義
を
さ
れ
た
。
」

（
一
）
文
学
と
の
象
徴
的
出
会
い
に
つ
い
て

メ
ラ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
先
生
の

[ヨ重肇重電幸重重量ξ曇菫皇菫胃重星詈雷:

（
二
）
翻
訳
家
と
し
て

「翻
訳
は
創
造
で
あ
り
、　
一
つ
の
芸
術
で

あ
る
。
」
と
力
説
さ
れ
た
。

「ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
毎
日
ピ
ア
ノ
の
訓
練

を
す
る
。
翻
訳
も
同
じ
だ
。
毎
日
、
三
時
間

は
必
ず
、
机
に
向
か
う
事
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
訓
練
で
あ
る
。
暮
れ
も
新
年
の
三
が

日
も
変
わ
ら
な
い
。
訓
練
で
あ
る
限
り
、
生

き
る
道
で
あ
る
限
り
、
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」

（
三
）

一
流
の
も
の
に
し
か
興
味
を
持
た
な

い
　

「自
分
が

一
流
の
人
間
と
思
い
、　
一
流

と
感
じ
る
物
に
し
か
興
味
が
な
い
。
」

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
札
幌
で
開
催
さ
れ

て
い
た

「全
国
劇
作
家
大
会
９
９
」
に
、
ご

案
内
し
て
、
劇
作
家
の
別
役
実
、
太
田
省

吾
、
グ
ッ
ド

マ
ン

（米

・
イ
リ
ノ
イ
大
学
教

授
）
ら
と
積
極
的
に
会
い
、
精
力
的
に
札
幌

滞
在
を
意
義
深
い
も
の
と
さ
れ
た
。

小
生
も
二
日
間
、
行
動
を
共
に
し
て
、
氏

の
行
動
力
と
膨
大
な
日
本
大
学
に
関
す
る
知

識

・
歌
舞
伎

・
能

。
現
代
演
劇
に
関
す
る
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
上
な
い
至

福
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
氏
の

生
き
方
が
私
の
心
に
深
い
感
銘
と
足
跡
を
残

し
て
下
さ
っ
た
事
に
感
謝
し
ま
す
。

雪
清
き

国

に
来
た
り
て

二
十
歳

の
最

メ
ラ
ノ
ヴ

ィ
ッ
チ

〈
文
責
　
を相
田
千
代
麿

〉

三
つ
の
お
土
産

次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
さ
れ
た
。

「
私
は
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
き
、
表
彰
と

し
て
、　
一
冊
の
本
を
校
長
か
ら
頂
い
た
。
そ
の

本
の
題
名
は
ｒ
８
ｏ
↑
ヒ
」
ろ
）
と
い
い
、
イ
タ

リ
ー
人
作
家
雪
日
巳

〓
＞
ユ
諄
と
い
う
人
の
著

作
で
あ

っ
た
。
内
容
は
イ
タ
リ
ー
人
の
独
立
の

戦
い
の
中
に
於
け
る
、
当
時
の
若
者
た
ち
の
生

き
方
の
物
語
集
で
あ

っ
た
。
こ
の

一
冊
の
本
と

の
出
逢
い
が
私
の
人
間
形
成
に
、
大
変
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
」

次
に
、
我
々
日
本
人
に
と

っ
て
、
大
変
難
解

な
テ
ー
マ
で
あ
る
、
コ
マ
ン
主
義
と
い
う
事
に

つ
い
て
、

「
ロ
マ
ン
主
義
傾
向
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
特
徴
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
も
同
じ
で

あ
る
。
」
代
表
作
家
と
し
て
、
生
誕
二
百
年
の

ア
ダ
ム

・
ミ
ツ
キ
ヴ
ィ
チ

（
一
七
九
八

，
一
八

五
五
）
と
、
歴
史
小
説
を
書
い
た
ヘ
ン
リ

ッ

ク

・
シ
ェ
ン
キ

ェ
ヴ
ィ
ッ
チ

（
一
八
四
六

，
一

九

一
六
）
の
二
人
を
挙
げ
ら
れ
た
。

又
、
氏
は
師
範
学
校
時
代
の
体
験
と
し
て

「
宮
沢
賢
治
の

『春
と
修
羅
」
と
い
う
詩
集
を

通
し
て
、
自
分
の
こ
こ
ろ
の
在
り
方
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。
」
特

に

『
春
と
修
羅
』
の

〓
ｏ●邑

∽
Ｆ
”３

〓
ａ
轟
＆

（心
象
ス
ケ
ッ
チ
）

が
深
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。
さ
ま
よ
え
る

孤
独
の
修
羅
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
日
本
文
学
に

現
れ
た
孤
独
の
象
徴
だ

っ
た
。
救
済

へ
の
道
を

農
業
の
近
代
化
や
宗
教
に
見
た
賢
治
の
イ
メ
ー

ジ
の
つ
ら
な
り
に
深
い
共
感
と
興
味
を
覚
え

た
。又

、
何
故
、
卒
業
論
文

（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大

学
、
日
本
語
学
課
学
位
論
文
）
に
賢
治
を
取
り

上
げ
た
か
、
と
い
う
聴
衆
か
ら
の
質
問
に
対
し

て
は
、

「
む
つ
か
し
く
て

（難
解
）
、
面
白
そ

う
だ

っ
た
か
ら
。
」
と
い
う
冗
談
め
か
し
た
答

え
が
返

っ
て
き
た
。
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第
三
十
六
回
例
会

―
ヤ
ド
ヴ
ィ
ガ

・
ロ
ド
ヴ
ィ
ッ
チ
女
史
の
講
演
―

ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
現
状
に
つ
い
て

二
月
二
日

（火
）
午
後
七
時
よ
り
、
札
幌
市

す
み
れ
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド

共
和
国
大
使
館
参
事
官
、
ヤ
ド
ヴ
ィ
ガ

・
ロ
ド

ヴ
ィ
ッ
チ
女
史
の
講
演
の
夕

べ
と
、
終
了
後
懇

親
会
が
も
た
れ
た
。

当
日
は

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
現
状
に
つ
い

て
」
の
講
題
の
下
、
元
ガ
ル
ジ

ェ
ニ
ッ
ェ
劇
団

の
女
優
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま
え
て
の
お
話
で

あ

っ
た
。

西
洋
の
文
化
の
基
に
は

「
キ
リ
ス
ト
教
」
が

あ
り
、
日
本

の
能
、
歌
舞
伎

の
基
に
は

「
仏

教
」
が
あ
る
。

ヨ
セ
フ

・
パ
ウ

ロ
Ⅱ
世
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と

の
関
係
、
特
に
連
帯
運
動
時
に
カ
ソ
リ

ッ
ク
教

会
の
果
た
し
た
役
割
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
精
神

的
な
力
と
な

っ
た
。
多
様
な
歴
史
、
民
族
性
の

差
異
の
中
か
ら
、
い
か
な
る
普
遍
的
な
も
の
が

導
か
れ
て
く
る
の
か
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
感
動

す
る
の
か
。

演
劇
の
存
在
す
る
社
会
的
な
意
味
。
芸
術
は

人
生
か
ら
消
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
し
て
、

話
題
は

「
宗
教
と
芸
術
」
に
及
び
、
人
間
と
は

何
か
、
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
社
会
に

一‐生

き
る
」
と
い
う
事
に
於
け
る
、
単
な
る

「
消
費

者

」
と
し
て
の
生
き
方
と
、
社
会
に
何
が
出
来

ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
昼
昌

る
か
と
い
う

「
生
活
者
」
と
し
て
の
生
き
方
の

問
題
。
自
分
の
為
に
演
劇
を
や
る
と
い
う
信

念
。最

後
に
今
年
の

一
月
十
四
日
に
、
イ
タ
リ

ア
、
ポ
ン
テ
デ
ラ
で
亡
く
な

っ
た
イ
エ
ジ

・
グ

，

ロ
ト
フ
ス
キ
ー
と
彼
の
実
験
劇
場
の
仕
事
に
つ

い
て
、
直
接
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た

経
験
に
基
づ
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
、
世
界

の
演
劇
に
及
ぼ
し
た
影
響

・
役
割
に
つ
い
て
の

お
話
し
を
し
て
、
講
演
を
終
了
し
た
。
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「ポ
ー
レ
」
編
集
委
員
会

小
笠
原
正
明

・
斎
田
道
子

佐
々
木
保
子

・
安
田
誠
子

（連
絡
先
〕
６
２
１

，
１
７
３
８

（斎
田
）
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